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「解像度２倍・速さ２倍」の PM-970C、「3WAY ダイレクト」の PM-860PT、「一台三役」




















































































































































































































































くなかったが、1 メガピクセルを越え、2 メガ・3 メガ・4 メガと解像度が上るにつれて、
プリント率も上ってきた。プリンタのインフラにケータイが加われば、PC、DSC、ケータ
イ合わせてプリンタのインフラは日本市場 9,000 万台となる。この膨大なインフラに向け

























































－G インクを搭載した PM－G800、PM－G700、そして、「究極のフォトプリンタ＝HOME  
DPE マシン」（写真対応複合機）PM－A850 とダイレクトプリンタ PM－D750、普通紙
クッキリの 4 色顔料インク PV－G 搭載の PX－V600 の 6 機種が含まれていた。HOME 
DPE マシン PM－A850 は PC を使わない写真対応複合機でフイルム（ネガ・ポジ）からの
スキャン＆プリント、デジタルカメラやカメラ付携帯電話からのダイレクトプリントや紙
焼き写真からの写真コピーなどが可能だった。 














EPSON は 4 サイクルの強みを生かし、つまりモノクロの印刷スピードは 40ppm（1 分
間に 40 枚印刷）で、通常は高速のモノクロレーザーとして使ってもらい、カラーが必要な




















＊ ホームプロジェクター「市場の黎明期、ＥＰＳＯＮが拓く 販売数量１５Ｋ以上」 
＊ デジタルカメラ「『EPSON の DSC』の存在感確立 シェア２％以上の安定」 

































































































































































現する商品群、例えば前年に発売した PM－A850 や PM－D1000、４月発売の Colorio Me

































































複合機のラインアップも PM-A850 １機種の体制から、PM-A870 を真ん中に、上は
PM-A900、下は PM-A700 という３機種構成に拡大した。10 月に投入したカラリオ新製品
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 一方、シングルプリンタは戦い方を変えた。最上位機種の顔料モデル PX-G5000 と
PX-G920 については、PM-4000PX も含め「カラリオプロセレクション」という新しいブ
ランドを立ち上げ、ターゲットを明確に写真愛好家に絞った展開をすることにした。 





 また、6 色染料のシングルプリンタ PM-G820,PM-G720 とダイレクトモデルの PM-D770
については、ホワイトデザインを最大のアピールポイントとした。 












皮切りとして 11 月 1 日の日本郵政公社年賀状発売セレモニー（於丸の内郵便局）に松浦亜
弥が出演した。以後郵政公社 TVCM に松浦亜弥がキャラクターとして出演し、出力シーン
には EPSON の“オールフォトカラリオ PM－A900”が登場する。また、全国 25，000 ケ
所の郵便局で、B2 サイズのポスターが掲示される。 








GRANTURISMO 4 の販売計画は 100 万本。ゲーム画面をプリントする時代が来たようだ。 
このように綿密な計画と考えうるあらゆる販売促進策を講じたことが、好結果につなが
った。12 月度、エプソン販売の売上金額は史上最高を記録した。1 月に入っても順調で、
調査会社 Gfk の調べによると、1 月第 2 週（1 月 3 日～9 日）のインクジェットプリンタの











































 物流・受注費については、物流費は当初予算の段階から、2003 年度に対して 10 億円マ
イナスだったが、さらにそこから 3 億円を削減した。受注費も、締切時間の延長など改善
施策を講じた上で受注費全体の経費を下げた。 






















































































































































エプソンが今回投入する新製品は、A3 対応ベースモデル LP－M5500 が 29 万 8,000 円、









ント専用機 Colorio me E－200 も巧みな広告宣伝、TVCM の効果もあって、シェア 5％（全
インクジェットプリンタ中）以上を獲得する順調な売行きを示した。品不足のため４月に
一度キヤノンにゆずった国内シェア 1 位の座も５月には再び取り返した。 








独走し、PM－A700 も 3 位争い、最上位機種 PM－A900 は品薄状態が続いた。また、写真
印刷専用プリンタ、Colorio me E－200 は 4 月発売以来、順調に売上を伸ばし品薄状態が続
き、機種別シェアランキングでも発売以来トップ 10 以内をキープし続け、写真専用プリン



























































 “EPSON Color”に対応した新製品は「マルチフォトカラリオ」が 2 機種（PM－A950、
PM－A890）、「カラリオダイレクト」が 1 機種（PM－D800）、「シングルプリンタ」が 1
機種（PM－G730）、「カラリオミー」が 1 機種（E－150）の合計 5 機種だった。“PHOTO”














































































要商品の No．1 ポジションを強固にするのはもちろん、特に PV、プリントボリュームあ


















































































































 上記の 7 つのプロジェクトを第三四半期にプロジェクトチームとして推進し、これら
を下期中に実施、実装することで来年度からの飛躍を実現したいと思います。」 
 




に上回ることができ、プリンタ ALL でシェア No．1 を達成できました。消耗品も前年 100％
超ということですが、純正率については減尐しておりますので、下期はここに対してさら
にフォーカスをあてていこうと考えています。」 
「下期だけでなく通年の方針としては、『シェア No．1 と利益の最大化』を掲げます。 
シェア目標としては、プリンタ ALL は 50％、インクジェットは No．1、コンパクトで 50％、
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年度     売上高     経常利益      就業者数 
  2002 年度   2,572 億円    27 億円(1.0%)       1,558 人 
2003           2,602            18     (0.7%)        1,642 
2004           2,570            34     (1.3%)        1,650 
2005           2,584            69     (2.7%)        1,783 
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